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Group Vision  2026-2030  Ver. 1.0 経営ビジョン
ステークホルダーの皆様へ

“好きでつながる明日をともに”
私たちはコンテンツへの興味や共感から生まれる「好き」を起点に、コンテンツを生み出すクリエイティブの力と、

メディアの伝える力を活かして、人と人とが安心してつながる未来に向けて貢献していくことを目指します。

代表取締役社長　清水 賢治

当社の１年間の取り組みGroup Vision   2026-2030  Ver. 1.0

●改革アクションプラン公表

●定時株主総会　取締役会の刷新

●改革アクションプラン：９月アップデート公表

●改革アクションプラン：11月アップデート公表

●都市開発・観光事業への外部資本導入の検討開始決定

●ToSTNeT-3による自己株式の取得

●配当予想の修正

2025

2026

生み出したオリジナ
ルIPをコンテンツ
（＝商品）へと昇華

生活者接点からの
フィードバックをIP創出・
コンテンツ制作に還元

グループの機能を使ってIPの価値を
増幅していくシステム自体が
「磁力」となり、外部の有力IPや
パートナーにとって有益で
魅力的なエコシステム
として成長していく

グループが保有する
メディアアセットで広く世に届ける

FMH価値創出ループ
多様なステークホルダーのかかわりを通じ、
IPを生み出し、その価値を高め、当社の企業価値ひいては
株主共同の利益の最大化を実現します

IP創出
Creation

 好き・熱量・
ファン化

Engagement

生活者
 インサイト・
データ・ナレッジ

Feedback

パートナー
Alliance

パートナー
Alliance

パートナー
Alliance パートナー

Alliance

ディストリ
 ビューション・ 
接点多角化
Delivery

コンテンツ
Production

FMH Loop

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
と
の
対
話
を
継
続

2025年7月10日導入・公表の特定株主グループの大規模買付行為等への対応方針（本年定時株主総会後終了予定）

Group Vision
2026-2030 

Ver. 1.0
Group Vision  2026-2030  Ver. 1.0公表

＜ 都市開発・観光事業における外部資本導入の確定後に改めてVersion2.0を公表します ＞

ROE
中長期でのROE8%以上

目標設定

政策保有株式売却
政策保有株式売却目標設定
1,000億円超（～2027年度末）

自己株式取得
自己株式取得想定

1,000億円超（～2029年度末）

配当
連結配当性向

50％目途（特殊要因を除く）

ROE
ROE目標達成時期具体化

（2030年度5～6％、2033年度8％）

ROE
2030年度ROE目標引上げ
（2030年度6％、2033年度8％）

自己株式取得
自己株式取得

500億円取得開始決定

配当
1株あたり年間配当
下限50円設定

配当
2026年3月期

期末1株あたり100円
2027年3月期・2028年3月期
年間1株あたり200円

政策保有株式売却
政策保有株式

約500億円売却実施

自己株式取得
自己株式取得想定

2,500億円規模へ引上げ

ガバナンス改革 取締役会スリム化
（17名→11名）

清水社長以外
全取締役刷新

独立社外取締役
過半数（54.5％）

女性取締役
３割以上（45.5％）

取締役平均年齢引下げ
（71.2歳→57.0歳）

成長投資1,500億円および重点強化領域別投資額の設定
①IP開発・獲得：200億円 ②制作・ディストリビューション強化：500億円 ③IP多角展開：800億円

グループの各機能
を通じて、生活者
との接点を最大化
することで、IPに対
する熱量を高める

Partner Loop

2025年11月決議分と併せて
総額約2,500億円取得

自己株式取得

こ
の
1
年
余
り

　

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
出
演
者
を
め
ぐ
る
人
権
事
案
の
発
生

か
ら
1
年
余
り
、私
た
ち
フ
ジ
・メ
デ
ィ
ア
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
、計
3
回
の「
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
公
表

し
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
、そ
し
て
事
業
構

造
・
資
本
政
策
な
ど
抜
本
的
な
改
革
方
針
を
お
示
し

し
、実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

視
聴
者
・ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
、広
告
主
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
の
皆
様
、株
主
様
な
ど
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
皆
様
に
は
、様
々
な
ご
意
見
や
ご
指
摘
を
賜
り
、

変
わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。改
め
て

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

人
々
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の「
役
に
立
つ
」こ
と
で

成
長
で
き
る
企
業
へ

　

当
社
は
2
0
2
6
年
5
月
、私
た
ち
の
在
る
べ
き
姿
と

中
期
的
な
経
営
方
針
を
示
す「
Ｇｒｏｕｐ 

Ｖ
ｉｓ
ｉｏｎ 

2
0
2
6
‒2
0
3
0
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
の
発
信
力
を
も
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
企
業
」と

し
て
、ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
と
共
に

新
た
な
企
画
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
種
を
生
み
出
し
、様
々
な

映
像
・
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ラ
イ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

を
創
り
、提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
う
し
た
作
品
を
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
皆
様
に
直
接
お
届
け
で
き
る
こ
と
も

私
た
ち
の「
強
み
」と
な
り
ま
す
。

　

あ
る
作
品
を「
好
き
」に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
同
士

で
、「
好
き
」の
輪
が
つ
な
が
っ
て
、拡
が
っ
て
い
く
。そ
ん
な

「
好
き
で
つ
な
が
る
明
日
」を
皆
様
と「
共
に
」つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
あ
り
、当
社
の
経
営
の
基
礎

と
な
る
考
え
方
で
す
。

「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
自
由
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
」

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
で
あ
り
た
い

　

人
々
に
感
動
を
も
た
ら
す
原
動
力
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

自
由
な
発
想
と
情
熱
で
あ
り
、私
た
ち
は
作
品
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
思
い
を
最
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
、そ
し
て
グ
ル
ー
プ

各
社
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、制
作
者
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、そ
れ
ら
を
支
え
る
方
々
が
安
心
し
て
活
躍
で
き
る

よ
う
、「
人
的
資
本
投
資
」と
し
て
今
後
5
年
間
で

1
5
0
億
円
を
投
じ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。誰
も
が

働
き
や
す
い
環
境
を
守
り
、「
自
由
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
」で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
貢
献
＝

「
価
値
創
出
ル
ー
プ
」と
は
？

　
「
メ
デ
ィ
ア
の
発
信
力
を
も
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
企
業
」で
あ
る

私
た
ち
が
、社
会
に
貢
献
し
提
供
し
て
い
く「
価
値
」

と
は
何
か
。そ
の
考
え
方
を「
価
値
創
出
ル
ー
プ
」と
し
て

表
現
し
ま
し
た
。

【
↓「
F
M
H
価
値
創
出
ル
ー
プ
」ご
参
照
】

　

す
べ
て
の
原
動
力
は
、無
か
ら
有
を
生
み
出
す
新
た
な

発
想
や
ア
イ
デ
ア
で
す
。そ
こ
か
ら
創
り
出
さ
れ
る
作
品

や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
お
客
様
に
お
届
け

す
る
こ
と
が
、私
た
ち
が
ご
提
供
で
き
る「
価
値
」と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、本
当
の
価
値
は
、お
客
様
に
作
品
や

コ
ン
テ
ン
ツ
を「
好
き
」と
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

作
品
や
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、フ
ァ
ン
の
皆
様
の「
好
き
」の
熱
量

に
よ
っ
て
大
き
く
育
ち
、そ
れ
が
次
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
。こ
れ
が
、私
た
ち
が
考
え
る

「
価
値
創
出
ル
ー
プ
」で
す
。

「
メ
デ
ィ
ア
の
発
信
力
を
も
つ

コ
ン
テ
ン
ツ
企
業
」と
し
て

成
長
し
て
い
く

　

2
0
2
6
年
2
月
に
当
社
は
、都
市
開
発
・
観
光
事

業
へ
の
外
部
資
本
導
入
の
検
討
開
始
を
公
表
し
、様
々
な

作
品
・
コ
ン
テ
ン
ツ
・
知
的
財
産
権
を
核
に
し
た
事
業

構
成
へ
転
換
し
て
い
く
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。今
後

５
年
間
で
、コ
ン
テ
ン
ツ
と
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
事
業
と
新
規

事
業
領
域
に
計
1
，5
0
0
億
円
の
成
長
投
資
を
行
い
、

2
0
2
5
年
度
対
比
で
6
6
0
億
円
の
利
益
の
増
加
を

目
指
す
こ
と
、併
せ
て
自
己
資
本
水
準
の
適
正
化
を
行
い
、

資
本
効
率
性
の
高
い
事
業
構
造
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

フ
ジ
テ
レ
ビ
は
、映
画
製
作
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
日
本
最
大

級
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
発
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
数
多
く
の
ヒ
ッ
ト
作
を
生
み
続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

テ
レ
ビ
番
組
か
ら
育
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
、ラ
ジ
オ
番
組

か
ら
生
ま
れ
た
ラ
イ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
は
、多
く

の
フ
ァ
ン
の
皆
様
か
ら「
好
き
」の
熱
量
を
い
た
だ
き
、大

き
く
育
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、フ
ァ
ン
の
皆
様
と
共
に
、「
メ
デ
ィ
ア
の
発
信

力
を
も
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
企
業
」と
し
て
成
長
し
続
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

改
め
て
、上
場
企
業
と
し
て

　

当
社
は
株
式
を
上
場
す
る
企
業
と
し
て
株
主
共
同
の

利
益
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。株
主
・
投
資

家
の
皆
様
と
の
真
摯
な
対
話
を
通
じ
て
株
式
市
場
の
要

請
に
も
対
応
し
、す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
の

利
益
の
た
め
に
、企
業
価
値
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特定の株主グループが、十分な説明をせずに、当社株式を急速に買い上げることにより、当社やその子会社の経営権の奪取を通じて、当社の企業価値ひいては株主共同の利益の最大化を妨げ、
それらを毀損するおそれが生じました。
そのため、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上させることを目的として、2025年7月10日に独立社外取締役が過半数を占める取締役会の決議により、当社株式の大規模買付
行為等への対応方針（以下「本対応方針」といいます。）を導入しました。
本対応方針は、本年定時株主総会後最初に開催される当社取締役会の終結時をもって、有効期間の満了により終了いたしますが、今後も企業価値及び株主共同の利益の確保のために必要な場合は、
法令上許容される範囲で適切な措置を速やかに検討いたします。

https://www.fujimediahd.co.jp/ir/pdf/groupvision2026-2030_Ver1.pdf

